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伊佐市は、平成20年11⽉に旧⼤⼝市と旧菱刈町が、合併により強固な⾏財政基盤を

築き、効率的で効果的な⾏財政運営を⾏うことにより、社会の変化に対応した質の⾼

い市⺠サービスを提供できる魅⼒あるまちを形成することを目的とし、新たなまちと

してスタートしました。

その後、本市では、「新市まちづくり計画」を基本としながら、⻑期的な視野に⽴

ち、合併後の環境変化を反映しつつ、施策の方針や目標を明らかにして、本市のまちち、合併後の環境変化を反映しつつ、施策の方針や目標を明らかにして、本市のまち

づくりを計画的かつ安定的に進めていくために「第１次伊佐市総合振興計画」を平成

22年３⽉に策定しました。

「第１次伊佐市総合振興計画」では、基本構想において、本市の適度な「まち・む

ら」である現状を踏まえ、豊かな自然と共生し「安らぎのある空間で粋に暮らせる伊

佐特有の⽂化」を創造していくために、⾏政を含め多様な⼈が協働し、創意⼯夫によ

り地域資源を活用することで、都市とは違う独自の発展をめざすこととし、目標将来

像を「大地の恵みを人が奏でるだれやめの郷 〜交流と協働で創る 風味あるまち・像を「大地の恵みを人が奏でるだれやめの郷 〜交流と協働で創る 風味あるまち・

むら⽂化〜」と定めました。

本市では、目標将来像の実現に向け、基本構想に基づく前期基本計画の下で、各種

施策・基本事業に取り組んできましたが、同計画が平成27年度をもって期間満了とな

ることから、今回、後期基本計画を策定しました。

後期基本計画については、前期基本計画を踏襲しながら、これまでの成果を検証し、

現状を踏まえた上で、課題を再認識するとともに新たな時代の流れに柔軟に対応する

第２節 第１次伊佐市総合振興計画の役割

「第１次伊佐市総合振興計画」は、「新市まちづくり計画」で掲げた伊佐市のめざ

す将来のまちの姿（目標将来像）の実現に向け、今後のまちづくりを、市⺠との協働

によるパートナーシップのもと、共通の方向性・目標に向かい、一体となって進める

現状を踏まえた上で、課題を再認識するとともに新たな時代の流れに柔軟に対応する

ため、全ての施策・基本事業の内容を⾒直し、実効性のある計画としました。

によるパートナーシップのもと、共通の方向性・目標に向かい、一体となって進める

ための指針となるものです。
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第３節 計画の構成と期間

本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」で構成されています。それ

ぞれの内容構成と期間は以下のとおりです。
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基本構想（期間：平成23年〜平成32年）

10年間で実現しようとするまちの姿（目標将来像）と、その

実現に向けての基本的な考え方を明らかにし、計画的かつ総

合的な⾏政運営の指針となるべきものです。
政策

目標将来像

基本計画（期間：平成28年〜平成32年）

基本構想で定める目標将来像を実現するため、まちづくりの

課題を解決する取組みを、政策・施策として体系的・具体的

にまとめたものです。

施策

基本事業

実施計画（期間：３年（毎年度⾒直しを⾏うローリング⽅式）

実施計画は、基本計画に定められた施策について、市の財政⼒

等を勘案し⾏政が実際にどのような事務事業を⾏っていくかを

⽰すもので、毎年度の予算編成や事業実施のガイドラインにな

るものです。

事務事業

平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年

基本構想 基本構想（10年間）

基本計画

実施計画

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

実施計画
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第４節 計画の進⾏管理と⾏政評価

計画の進⾏管理に当たっては、計画的かつ安定的な⾏政経営を実施していくための

仕組みとして⾏政評価システムを活⽤します。

⾏政評価では、「施策」「事務事業」の施策体系の各段階において、「対象（⼈や

もの等」が「意図（どういう状態なるのが望ましいのか）」という視点で目的を設定
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もの等」が「意図（どういう状態なるのが望ましいのか）」という視点で目的を設定

します。目的を明確にすることにより、課題解決の方向を定めるとともに、客観的に

測定可能な成果指標とその目標値を設定することにより、どれだけ事業を⾏ったかで

はなく、事業の実施によりどれだけ成果が上がったかについて評価を⾏います。そし

て、このような評価を毎年度実施し、公表することで⾏政の透明性の確保と市⺠起点

に⽴った⾏政運営を実現します。

また、総合計画の施策体系に沿って評価を⾏うことにより、「企画、実施、評価、

改善」のサイクルを確⽴し、着実に計画を推進します。改善」のサイクルを確⽴し、着実に計画を推進します。

伊佐市の総合振興計画と⾏政評価システムの連動

基本構想 基本計画 実施計画

目的・手段 目的・手段 目的・手段目的・手段 目的・手段 目的・手段

基本事業

目
標

政 策
施 策
対象指標

成果指標

事務事業
対象指標

成果指標

施 策
対象指標

成果指標

将
来

像

基本事業

施策評価 事務事業評価

事務事業
対象指標

成果指標

施策評価 事務事業評価
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